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資料の位置付け 

 

本資料は、武庫川水系河川整備計画(原案)において、必要性・実現可能性の検討を継続するとし

た既存利水施設の治水活用についての検討状況および新規ダムに係る武庫川峡谷環境調査状況に

ついて武庫川流域委員会に提示したものを、平成 22 年●月時点でとりまとめたものである。 
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１  既存利水施設の治水活用についての 

検討状況 
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資料１ 既存利水施設の治水活用についての検討状況 

(第 57 回流域委員会 資料 3) 

 

要 旨 

 

 

 

 

 

 

資料構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

既存利水施設の治水活用についての検討状況 

１ はじめに 

２ 検討概要 

３ 洪水調節容量の確保についての検討（①予備放流） 

４ 洪水調節容量の確保についての検討（②洪水期水位活用） 

５ 洪水調節容量の確保についての検討（③水源余力活用） 

６ 千苅ダムの改造についての検討 

７ 検討結果と今後の対応 

河川整備計画（原案）において、既存利水施設の治水活用は、原案に位置づけた「青野ダ

ムの予備放流容量拡大」を除き、その必要性・実現可能性の検討を継続することとしている。

本資料は、これまで検討した既存利水施設の治水活用についての実現可能性に関する検討

内容と結果、水道事業者との合意形成等の課題や、これらの課題に対する今後の対応方針に

ついて平成 22 年 3 月時点でとりまとめた資料である。 
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２  新規ダムに係る武庫川峡谷環境調査 

状況について 
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資料２ 新規ダムに係る武庫川峡谷環境調査状況について 

(第 58 回流域委員会 資料 3) 

 

要 旨 

 

 

 

 

 

資料構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 武庫川峡谷環境調査に係るこれまでの経緯  

○ 新規ダムに係る武庫川峡谷環境調査状況について  

〔分野ごとの調査結果〕 

Ⅰ 景観 

Ⅱ レクリエーション 

Ⅲ 動物  

Ⅳ 植物・植生  

Ⅴ 試験湛水  

Ⅵ 湛水に係る事項  

河川整備計画（原案）では、新規ダムは位置付けず、その必要性・実現可能性の検討を継

続することとしている。 

本資料は、新規ダムが峡谷の自然環境に及ぼす影響を把握するために実施した武庫川峡谷

環境調査の調査状況について平成 22 年 3 月時点でとりまとめた資料である。 


